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令和７年１２月２日  

 

大竹市議会 

 議長 北地 範久 様 

 

                         班 名  Ｂ班  

                         班 長  西村 一啓 

 

 

 議会報告会の実施状況について、次のとおり報告します。 

 

 

１ 開催日時 

  令和７年１１月１２日（水） １８時３０分 ～ ２０時００分 

 

２ 開催場所 

  玖波公民館    

 

３ 参加人数 

  １３人 

 

４ 担当班議員名 

  班 長 西村 一啓 

  副班長 末広 天佑 

班 員 細川 雅子、小田上尚典、豊川 和也 

 

５ 報告会次第 

 （１）開会あいさつ    

 （２）議会からの報告   

総務文教委員会  「家庭用防犯カメラ等の購入費・設置費補助金について」 

         「西国街道の整備について」 

生活環境委員会  「手話言語条例の制定について」、「補聴器購入助成について」 

     議会運営員会   「岩国基地における空母艦載機の着陸訓練に関する意見書の提出 

               について」 

     広報広聴特別委員会「議会情報の発信（ＳＮＳ、議会だより）について」 

 （３）意見交換 

 （４）閉会あいさつ 



６ 議会からの報告についての主な質疑応答 

（回答した質疑） 

 特になし。 

 

（回答しなかった質疑） 

 特になし。 

 

（意見・要望等） 

 特になし。 

 

７ 意見交換  

（回答した質問） 

Ｑ：こいこいバス停留所の騒音について伺います。   

Ａ：玖波コミュニティサロン付近のこいこいバス停留所における騒音問題については、小方 

 橋架け替え工事に伴い、令和7年4月からダイヤ改正が行われ、玖波駅の待機時間は15分 

 から3分に短縮されました。市議会では、工事が終了した後も、待機時間を短縮したダイ 

 ヤが維持され、「元に戻ることはない」と認識しています。ご意見は市に伝えて、騒音対策 

や周辺への配慮を引き続き求めていきます。 

 

Ｑ：玖波８丁目の大野鳴川から玖波８丁目に架かる道路整備において、歩道整備もしていた 

だきたい。 

Ａ：廿日市鳴川3号線道路整備事業により、大野鳴川側から市境まで2.5mの歩道が令和10 

 年に完成予定となっていますが、大竹市側（玖波8丁目）の既存歩道が約50m途切れて、 

住民が危険な思いをしているのは現地を見て把握しています。この歩道整備の要望を実現す 

るためには、玖波地区の要望としてまとめて市に提出することが最も効果的です。 

また、関連して、新しい道路を活用したハートバスのルート変更と停留所の設置要望に 

ついては、市に伝えます。 

 

Ｑ：市内で食事をするところがあまりありません。ぜひ食べどころも観光振興計画に入れて 

いただきたい。   

Ａ：下瀬美術館の来場者が10万人を超えている状況で、食事処が不足しており、気軽に利用  

できる場所を行政側から対応できないかという要望も受けています。現在、具体的な計画は 

ありませんが、小方まちづくり特別委員会で、この課題を一緒に考えていきたい。 

 

Ｑ：議会のテレビ中継の休憩時間（12時～13時）について、休息中のテロップだけでなく、

もっと大竹市をＰＲする映像（桜祭り、栗谷の風景など）を流すなど、利用方法を考えて欲

しい。  

Ａ：予算やテレビ局との調整が必要で、対応が難しい状況です。現在はテロップの内容改善

（再開後の議題表示など）に留まっていますが、引き続き議会内で検討します。  

 



Ｑ：玖波公民館の建替え後、コミュニティサロン玖波はどうなるのでしょうか。 

Ａ：令和9年3月に新しい地域交流会館が完成した後の、既存のコミュニティサロン玖波の建物 

（建物自体）の活用方針については、現時点ではまだ方針は決まっていません。建物の敷地 

に防火水槽が埋設されているため、今後検討していくことになります。 

 

Ｑ：坂本家電から上がる一方通行の突き当たりの右側の視界が見えにくいので、カーブミラーを

設置してほしい。（玖波４丁目自治会） 

Ａ：要望を市に伝えます。 

 

Ｑ：西国街道の整備（総務文教委員会の報告事項）について、本当に道があった場所を修復する 

方が一番良いと思うので、計画の見直しと歴史的財産の復活を求めます。  

Ａ： 総務文教委員会から報告した西国街道（小方2号線）の常設階段整備（予算2,100万円） 

については、私有地が多く、用地交渉が困難なことから、今回は、常設階段整備計画が進め 

られています。 

 

（回答しなかった質問） 

 特になし。 

 

（意見・要望等） 

・大竹市は宮島と近い。玖波港や小方港などから宮島周辺を周遊する観光船（遊覧船）を出

して宮島に参拝することはできませんか。 大竹市と宮島を結ぶ観光船の運航を検討し、観光

資源として活用すべきです。 

（⇒過去にクルーズ船の実証実験が行われた実績や、議会内でも観光政策の一手として議論 

されていることを紹介した。） 

 

Ｑ：玖波7丁目は、道幅が狭く、両側の水路（溝）が深く危険な状態にあるため、対策をお願い 

します。  

Ａ：この地域は、最初にできた団地であるため、道幅が狭いことを認識しており、意見を地区の 

要望としてまとめていただきたい。 

 

８ 気付きや反省点 

特になし 

 


